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―表紙写真由来―

【表紙写真講評】稲を塩害から守る縁の下の力持ち，平田船川汐止堰（岩田幸良）
　この潮止堰でもコンクリートや鋼鉄ではなくゴム製のバルーン堰を擁しているのは，建設コストの削減のメリットを図ってということ
だそうだ。一言でゴム製というが，こうした用途のためにゴムを原材料にした新たな資材が工夫されているのだろう。
　何しろ灌漑水に塩水が混じらないようにする，水稲栽培には禁忌な塩害防止のための施設である。
　それというのも宍道湖は汽水湖で塩分濃度が上下する。上がったときにはゴム製バルーンを膨らませて侵入を防ぐ。稼働させるのは年
に一度か二度ではあっても広大な水田には生命線だ。サロマ湖，浜名湖とともに，宍道湖と中海は日本の代表的な汽水湖である。一方，
水産業の側から見れば汽水域は豊かな漁場。これも天の配剤と受け止めて塩水と淡水の往来を守ってやらねばならないだろう。写真はそ
うした感覚をてんたんと表している様子で好感が持てる。
� （講評　東京造形大学名誉教授　柳本尚規）
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